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全対策課,No.155.平成 25年 7月. 12170 

発電所の運転および建設状況 平成 25年 7月～平成 25年 9月.福井県安全環境部原子力安

全対策課,No.156.平成 25年 11月. 12171 

発電所の運転および建設状況 平成 25年 10月～平成 25年 11月.福井県安全環境部原子力

安全対策課,No.157,平成 26年 1月. 12172 

発電所の運転および建設状況 平成 25年 12月～平成 26年 2月.福井県安全環境部原子力安

全対策課,No.158,平成 26年 3月. 12173 

原子力発電所周辺の環境放射能調査 平成 25 年度(2013 年度)計画書.FERC 5(6),福井県環

境放射能測定技術会議,平成 25年 3月. 12174 

原子力発電所周辺の環境放射能調査 平成25年度(2013年度)第1四半期報告書.FERC 46(1),

福井県環境放射能測定技術会議,平成 25年 10月. 12175 

原子力発電所周辺の環境放射能調査 平成25年度(2013年度)第2四半期報告書.FERC 46(1),

福井県環境放射能測定技術会議,平成 25年 12月. 12176 

原子力発電所周辺の環境放射能調査 平成25年度(2013年度)第3四半期報告書.FERC 46(3),

福井県環境放射能測定技術会議,平成 26年 3月. 12177 

原子力発電所周辺の環境放射能調査 平成25年度(2013年度)第4四半期報告書.FERC 46(4),

福井県環境放射能測定技術会議,平成 26年 7月. 12178 

志賀原子力発電所周辺環境放射線監視年度計画 (平成 25年度).北陸電力(株). 12179 

平成 25年度柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査年度計画書.新潟県,平成 25年

3月. 12180 

平成 25 年度柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査結果速報 第 1 四半期(4 月～6

月).新潟県,東京電力株式会社,平成 25年 8月. 12181 

平成 25 年度柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査結果速報 第 2 四半期(7 月～9

月).新潟県,東京電力株式会社,平成 25年 11月. 12182 

平成 25 年度柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査結果速報 第 3 四半期(10 月～

12月).新潟県,東京電力株式会社,平成 26年 2月. 12183 
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平成 25 年度柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査結果速報 第 4 四半期(1 月～3

月).新潟県,東京電力株式会社,平成 26年 5月. 12184 

平成 25 年度柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査結果報告書.新潟県,東京電力

株式会社,平成 26年 8月. 12185 

浜岡原子力発電所周辺環境放射能調査結果 第 158 号 調査期間 平成 25 年 4 月～平成 25

年 6月.静岡県環境放射能測定技術会,平成 25年 9月. 12186 

浜岡原子力発電所周辺環境放射能調査結果 第 159 号 調査期間 平成 25 年 7 月～平成 25

年 9月.静岡県環境放射能測定技術会,平成 25年 11月. 12187 

浜岡原子力発電所周辺環境放射能調査結果 第 160 号 調査期間 平成 25 年 10 月～平成 25

年 12月.静岡県環境放射能測定技術会,平成 26年 2月. 12188 

浜岡原子力発電所周辺環境放射能調査結果 第 161 号 調査期間 平成 25 年 4 月～平成 26

年 3月.静岡県環境放射能測定技術会,平成 26年 6月. 12189 

平成 27年度水産工学関係研究開発推進会議報告書.漁業生産技術部会・水産業システム研

究部会-合同部会.国立研究開発法人 水産総合研究センター水産工学研究所,平成 27

年 11月. 12190 

しまねの原子力 2013.島根県,平成 25年 3月. 12191 

伊方原子力発電所周辺環境放射線等調査計画 平成 25年度.愛媛県. 12192 

伊方原子力発電所周辺環境放射線等調査結果(平成 25年度 第 1・四半期).愛媛県,平成 25

年 11月. 12193 

伊方原子力発電所周辺環境放射線等調査結果(平成 25年度 第 2・四半期).愛媛県,平成 26

年 2月. 12194 

伊方原子力発電所周辺環境放射線等調査結果(平成 25年度 第 3・四半期).愛媛県,平成 26

年 3月. 12195 

伊方原子力発電所周辺環境放射線等調査結果(平成 25年度 第 4・四半期).愛媛県,平成 26

年 8月. 12196 

平成 25年度伊方原子力発電所周辺環境放射線等調査結果.愛媛県,平成 26年 8月. 12197 

平成 25年度川内原子力発電所周辺環境放射線調査計画.鹿児島県. 12198 

川内原子力発電所周辺環境放射線調査結果報告書(平成 25年 4月～6月).鹿児島県,平成 25

年 11月. 12199 

川内原子力発電所周辺環境放射線調査結果報告書(平成 25年 7月～9月).鹿児島県,平成 26

年 1月. 12200 

川内原子力発電所周辺環境放射線調査結果報告書(平成 25年 10月～12月).鹿児島県,平成

26年 3月. 12201 

川内原子力発電所周辺環境放射線調査結果報告書(平成 26年 1月～3月).鹿児島県,平成 26

年 7月. 12202 

川内原子力発電所周辺環境放射線調査結果報告書(平成 25 年度 年報).鹿児島県,平成 26
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年 9月. 12203 

東海再処理施設周辺の環境放射線モニタリング結果 2007 年度.武石 稔・他 22

名,JAEA-review 2008-057,日本原子力研究開発機構,平成 20年 11月. 12204 

東海再処理施設周辺の環境放射線モニタリング結果 2008 年度.武石 稔・他 24

名,JAEA-review 2009-048,日本原子力研究開発機構,平成 21年 12月. 12205 

東海再処理施設周辺の環境放射線モニタリング結果 2009 年度.住谷秀一・他 23

名,JAEA-review 2011-004,日本原子力研究開発機構,平成 23年 3月. 12206 

東海再処理施設周辺の環境放射線モニタリング結果 2012 年度.住谷秀一・他 28

名,JAEA-review 2013-056,日本原子力研究開発機構,平成 26年 3月. 12207 

東海再処理施設周辺の環境放射線モニタリング結果 2013 年度.渡辺 均・他 24

名,JAEA-review 2014-042,日本原子力研究開発機構,平成 27年 1月. 12208 

放射能調査報告書 平成 10 年度調査結果.海上保安庁水路部,平成 12年 3月. 12209 

放射能調査報告書 平成 11 年度調査結果.海上保安庁水路部,平成 13年 3月. 12210 

放射能調査報告書 平成 12 年度調査結果.海上保安庁水路部,平成 14年 3月. 12211 

放射能調査報告書 平成 13 年度調査結果.海上保安庁海洋情報部,平成 15年 3月. 12212 

放射能調査報告書 平成 14 年度調査結果.海上保安庁海洋情報部,平成 16年 3月. 12213 

放射能調査報告書 平成 15 年度調査結果.海上保安庁海洋情報部,平成 17年 3月. 12214 

放射能調査報告書 平成 16 年度調査結果.海上保安庁海洋情報部,平成 18年 3月. 12215 

放射能調査報告書 平成 17 年度調査結果.海上保安庁海洋情報部,平成 19年 8月. 12216 

放射能調査報告書 平成 18 年度調査結果.海上保安庁海洋情報部,平成 20年 3月. 12217 

放射能調査報告書 平成 19 年度調査結果.海上保安庁海洋情報部,平成 20年 12月. 12218 

放射能調査報告書 平成 20 年度調査結果.海上保安庁海洋情報部,平成 21年 12月. 12219 

放射能調査報告書 平成 23 年度調査結果.海上保安庁海洋情報部,平成 25年 3月. 12220 

放射能調査報告書 平成 24 年度調査結果.海上保安庁海洋情報部,平成 26年 2月. 12221 

昭和 57年度放射能調査報告書.海上保安庁水路部,昭和 59年 3月. 3360 

昭和 47～49 年度放射能調査報告書.海上保安庁水路部,昭和 51年 2月. 12222 

昭和 50年度放射能調査報告書.海上保安庁水路部,昭和 52年 2月. 12223 

昭和 51年度放射能調査報告書.海上保安庁水路部,昭和 53年 2月. 12224 

昭和 54年度放射能調査報告書.海上保安庁水路部,昭和 56年 3月. 12225 

平成 27年度版化学物質と環境.環境省環境保健部環境安全課,平成 28年 3月. 12226 

化学物質環境実態調査実施の手引き(平成 27 年度版).環境省総合環境政策局 環境保健部

環境安全課,平成 28年 3月. 12227 

2nd IER Annual Progress Report Meeting第 2回 IER成果報告会要旨集.福島大学 環境放

射能研究所,平成 28年. 12228 

泊発電所周辺環境放射線監視結果報告書:環境放射線 (平成 27年度) 第 3四半期.北海道,

平成 28 年 3月. 12229 
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泊発電所周辺温排水影響調査結果報告書:温排水 (平成 27年度) 第 3四半期.北海道,平成

28年 3月. 12230 

平成 27年度女川原子力発電所環境放射能及び温排水調査結果 第 3四半期. 35(3),宮城県,

平成 28 年 5月. 12231 

平成 26年度海洋水産資源開発事業報告書：遠洋かつお釣 太平洋中・西部海域.報告書番号 

26年度№4,国立研究開発法人 水産総合研究センター開発調査センター,横浜,平成 28

年 2月. 12232 

平成 27年度海洋水産資源開発事業報告書：ひきなわ 太平洋クロマグロ養殖種苗 土佐湾周

辺海域.報告書番号 27 年度№7,国立研究開発法人 水産総合研究センター開発調査セ

ンター,横浜,平成 28 年 2月. 12233 

漁業・水産業における東日本大震災被害と復興に関する情報資料集.一般財団法人東京水産

振興会,平成 27年 11 月. 12234 

第 35 回全国豊かな海づくり大会 実績報告書 ～富山大会～ 海と森つながる未来命の輪.

第35回豊かな海づくり大会富山県実行委員会(編),第35回豊かな海づくり大会富山県

実行委員会,富山,平成 28年 3月. 12235 

「豊かな海」“YUTAKANAUMI”を世界共通言語にしよう！ 森と川と海がつながって,いのち

あふれる「豊かな海」を. 豊かな海づくり企画委員会(公社)全国豊かな海づくり推進

協会,平成 28年 3月. 12236 

昭和 58年度放射能調査報告書.海上保安庁水路部,昭和 60年 3月. 12237 

昭和 59年度放射能調査報告書.海上保安庁水路部,昭和 61年 3月. 12238 

昭和 60年度放射能調査報告書.海上保安庁水路部,昭和 62年 3月. 12239 

昭和 61年度放射能調査報告書.海上保安庁水路部,昭和 63年 3月. 12240 

昭和 62年度放射能調査報告書.海上保安庁水路部,平成元年 3月. 12241 

海洋汚染調査報告 第 15号 昭和 62年調査結果.海上保安庁水路部,平成元年 3月. 12242 

昭和 63年度放射能調査報告書.海上保安庁水路部,平成 2年 3月. 12243 

平成元年度放射能調査報告書.海上保安庁水路部,平成 3年 3月. 12244 

平成 2年度放射能調査報告書.海上保安庁水路部,平成 4年 3月. 12245 

平成 4年度放射能調査報告書.海上保安庁水路部,平成 6年 3月. 12246 

平成 6年度放射能調査報告書.海上保安庁水路部,平成 8年 3月. 12247 

平成 7年度放射能調査報告書.海上保安庁水路部,平成 9年 3月. 12248 

平成 9年放射能調査報告書.海上保安庁水路部,平成 11年 3月. 12249 

志賀原子力発電所温排水影響調査結果報告書 平成 27 年度 第 2 報(夏季).石川県,平成 28

年 3月. 12250 

志賀原子力発電所温排水影響調査年度計画(平成 28年度).石川県. 12251 

志賀原子力発電所周辺環境放射線監視結果報告書 平成 27年度 第 3報(平成 27年 10月～

12月分).石川県,平成 28年 3月. 12252 
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志賀原子力発電所周辺環境放射線監視年度計画(平成 28年度).石川県. 12253 

志賀原子力発電所周辺環境放射線監視年度計画(平成 28年度).北陸電力(株). 12254 

エネルギーレビュー 2016  6 月号,(株)エネルギーレビューセンター,平成 28 年 5 月. 

12255 

島根原子力発電所周辺環境放射線等調査結果 平成 27年度 第 3・四半期.島根県. 12256 

平成 28年度島根原子力発電所周辺環境放射線等測定計画.島根県. 12257 

昭和 44年度農林省関係放射能調査研究年報 C水産関係.東海区水産研究所・西海区水産研

究所水産研究所・日本海区水産研究所・北海道区水産研究所・東北区水産研究所・南

西海区水産研究所,昭和 45 年 10月. 12258 

昭和 46年度農林省関係放射能調査研究年報 C水産関係.東海区水産研究所・西海区水産研

究所水産研究所・日本海区水産研究所・北海道区水産研究所・東北区水産研究所・南

西海区水産研究所,昭和 47 年 10月. 12259 

昭和 47年度農林省関係放射能調査研究年報 C水産関係.東海区水産研究所・西海区水産研

究所水産研究所・日本海区水産研究所・北海道区水産研究所・東北区水産研究所・南

西海区水産研究所,昭和 48 年 10月. 12260 

昭和 48 年度農林省関係放射能調査研究年報 A 農業関係 B 畜産関係 C 水産関係.農林水産

技術会議事務局,昭和 49年 10月. 12261 

昭和 49年度農林省関係放射能調査研究年報 C水産関係.東海区水産研究所・西海区水産研

究所水産研究所・日本海区水産研究所・北海道区水産研究所・東北区水産研究所・南

西海区水産研究所発行,昭和 50年 12月. 12262 

昭和 50 年度農林省関係放射能調査研究年報 A 農業関係 B 畜産関係 C 水産関係.農林水産

技術会議事務局,昭和 51年 12月. 12263 

昭和 50年度農林省関係放射能調査研究年報 C水産関係.東海区水産研究所・西海区水産研

究所水産研究所・日本海区水産研究所・北海道区水産研究所・東北区水産研究所・南

西海区水産研究所,昭和 51 年 12月. 12264 

昭和 51 年度農林省関係放射能調査研究年報 A 農業関係 B 畜産関係 C 水産関係.農林水産

技術会議事務局,昭和 52年 11月. 12265 

昭和 51年度農林省関係放射能調査研究年報(水産関係).東海区水産研究所・西海区水産研

究所水産研究所・日本海区水産研究所・北海道区水産研究所・東北区水産研究所・南

西海区水産研究所,昭和 52 年 11月. 12266 

昭和 52年度農林省関係放射能調査研究年報 水産関係.東海区水産研究所・西海区水産研究

所水産研究所・日本海区水産研究所・北海道区水産研究所・東北区水産研究所・南西

海区水産研究所,昭和 54年 2月. 12267 

昭和 53 年度農林省関係放射能調査研究年報 A 農業関係 B 畜産関係 C 水産関係.農林水産

技術会議事務局,昭和 54年 12月. 12268 

昭和 53年度農林水産省関係放射能調査研究年報 水産関係.昭和 54年 12月. 12269 
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昭和 54 年度農林水産省関係放射能調査研究年報 C 水産関係.農林水産技術会議事務局,昭

和 56年 1月. 12270 

昭和 55 年度農林水産省関係放射能調査研究年報 A 農業関係 B 畜産関係 C 水産関係.農林

水産技術会議事務局,昭和 57年 2月. 12271 

昭和 55 年度農林水産省関係放射能調査研究年報 C 水産関係.農林水産技術会議事務局,昭

和 57年 2月. 12272 

昭和 56 年度農林水産省関係放射能調査研究年報 A 農業関係 B 畜産関係 C 水産関係.農林

水産技術会議事務局,昭和 58年 2月. 12273 

昭和 56 年度農林水産省関係放射能調査研究年報 C 水産関係.農林水産技術会議事務局,昭

和 58年 2月. 12274 

昭和 57 年度農林水産省関係放射能調査研究年報 A 農業関係 B 畜産関係 C 水産関係.農林

水産技術会議事務局,昭和 59年 3月. 12275 

昭和 57 年度農林水産省関係放射能調査研究年報 C 水産関係.農林水産技術会議事務局,昭

和 59年 3月. 12276 

平成 27年度水産工学関係研究開発推進会議水産基盤部会 漁湾水域の有効利用の促進を考

える -栽培養殖・観光資源との連携を中心に- 報告書.国立研究開発法人水産研究・教

育機構水産工学研究所,平成 28年 4月. 12277 

昭和 52～55 年度放射性固体廃棄物の海洋処分に伴う海産生物等に関する調査報告書 漁業

及び漁場.水産庁 東海区水産研究所,昭和 56年 3月. 12278 

昭和 52～55 年度放射性固体廃棄物の海洋処分に伴う海産生物等に関する調査報告書 漁業

及び漁場 補遺.水産庁 東海区水産研究所,昭和 56年 12月. 12279 

昭和 58 年度農林水産省関係放射能調査研究年報 A 農業関係 B 畜産関係 C 水産関係.農林

水産技術会議事務局,昭和 60年 3月. 12280 

近海海産生物放射能調査核種分析結果 (昭和 52～58年度).北海道区水産研究所・東海区水

産研究所・西海水産研究所区・日本海区水産研究所発行,北海道区水産研究所・東海区

水産研究所・西海水産研究所区・日本海区水産研究所,昭和 61年 3月. 12281 

昭和 60 年度農林水産省関係放射能調査研究年報 C 水産関係.農林水産技術会議事務局,昭

和 62年 3月. 12282 

昭和 61 年度農林水産省関係放射能調査研究年報 C 水産関係.農林水産技術会議事務局,昭

和 63年 3月. 12283 

1981 年度放射性固体廃棄物の海洋処分に伴う海産生物調査報告書.水産庁 東海区水産研

究所・放射能部,昭和 58年 11月. 12284 

昭和 62 年度農林水産省関係放射能調査研究年報 C 水産関係.農林水産技術会議事務局,平

成元年 3月. 12285 

平成元年度農林水産省関係放射能調査研究年報 A農業関係 B畜産関係 C水産関係.農林水

産技術会議事務局,平成 3年 6月. 12286 
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平成 2年度農林水産省関係放射能調査研究年報 A農業関係 B畜産関係 C水産関係.農林水

産技術会議事務局,平成 4年 6月. 12287 

平成 3年度農林水産省関係放射能調査研究年報 A農業関係 B畜産関係 C水産関係.農林水

産技術会議事務局,平成 5年 9月. 12288 

平成 7年度農林水産省関係放射能調査研究年報 A農業関係 B畜産関係 C水産関係.農林水

産技術会議事務局,平成 9年 1月. 12289 

平成 8年度農林水産省関係放射能調査研究年報 A農業関係 B畜産関係 C水産関係.農林水

産技術会議事務局,平成 10 年 3月. 12290 

第 36回公益財団法人日本水環境学会通常総会.日本水環境学会,平成 28年 6月. 12291 

平成 9年度農林水産省関係放射能調査研究年報 A農業関係 B畜産関係 C水産関係.農林水

産省農林水産技術会議事務局,平成 11年 3月. 12292 

平成 10 年度農林水産省関係放射能調査研究年報 A 農業関係 B 畜産関係 C 水産関係.農林

水産省農林水産技術会議事務局,平成 12年 3月. 12293 

平成 11年度農林水産省関係放射能調査研究年報 C水産関係.農林水産省農林水産技術会議

事務局,平成 13年 3月. 12294 

平成 12年度農林水産省関係放射能調査研究年報 C水産関係.農林水産省農林水産技術会議

事務局,平成 14年 3月. 12295 

平成 13年度農林水産省関係放射能調査研究年報 C水産関係.農林水産省農林水産技術会議

事務局,平成 15年 3月. 12296 

平成 14年度農林水産省関係放射能調査研究年報 C水産関係.農林水産省農林水産技術会議

事務局,平成 16年 3月. 12297 

平成 15年度農林水産省関係放射能調査研究年報 A農業関係 B畜産関係 C水産関係農林水

産省農林水産技術会議事務局,平成 17年 3月. 12298 

平成 15年度農林水産省関係放射能調査研究年報 C水産関係.農林水産省農林水産技術会議

事務局,平成 17年 3月. 12299 

平成 16 年度農林水産省関係放射能調査研究年報 A 農業関係 B 畜産関係 C 水産関係.農林

水産省農林水産技術会議事務局,平成 18年 3月. 12300 

平成 16年度農林水産省関係放射能調査研究年報 C水産関係.農林水産省農林水産技術会議

事務局,平成 18年 3月. 12301 

平成 17 年度農林水産省関係放射能調査研究年報 A 農業関係 B 畜産関係 C 水産関係.農林

水産省農林水産技術会議事務局,平成 19年 3月. 12302 

平成 17年度農林水産省関係放射能調査研究年報 C水産関係.農林水産省農林水産技術会議

事務局,平成 19年 3月. 12303 

平成 18 年度農林水産省関係放射能調査研究年報 A 農業関係 B 畜産関係 C 水産関係.農林

水産省農林水産技術会議事務局,平成 20年 3月. 12304 

平成 18年度農林水産省関係放射能調査研究年報 C水産関係.農林水産省農林水産技術会議
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事務局,平成 20年 3月. 12305 

平成 19年度農林水産省関係放射能調査研究年報 C水産関係.農林水産省農林水産技術会議

事務局,平成 21年 3月. 12306 

平成 20年度農林水産省関係放射能調査研究年報 C水産関係.農林水産省農林水産技術会議

事務局,平成 22年 3月. 12307 

平成 21 年度農林水産省関係放射能調査研究年報 A 農業関係 B 畜産関係 C 水産関係.農林

水産省農林水産技術会議事務局,平成 23年 3月. 12308 

平成 25 年度農林水産省関係放射能調査研究年報 A 農業関係 B 畜産関係 C 水産関係.農林

水産省農林水産技術会議事務局,平成 27年 3月. 12309 

平成 25年度農林水産省関係放射能調査研究年報 C水産関係.農林水産省農林水産技術会議

事務局,平成 27年 3月. 12310 

世界の原子力発電開発の動向 2016 World nuclear power plants.日本原子力産業協会

(編),(一社)日本原子力産業協会,平成 28年 4月. 12313 

海洋白書 2016 大きく動き出した海洋をめぐる世界と日本の取組み.(公財)笹川平和財団

海洋政策研究所,東京,平成 28年. 12311 

第 49回原産年次大会.(一社)日本原子力産業協会,平成 28年. 12312 

環形動物多毛類Ⅳ.今島 実,Vol.4,生物研究社,東京,平成 27年. 12317 

平成 27年度イカ類漁場開発調査資料第 41号及び外洋性イカ(スルメイカ・アカイカ)に関

する基礎資料集,(地独)青森県産業技術センター水産総合研究所,平成 28 年 6 月. 

12314 

玄海原子力発電所の運転状況及び周辺環境調査結果(年報)(平成 27 年度).佐賀県,平成 28

年 7月. 12315 

玄海原子力発電所の運転状況及び周辺環境調査結果(季報)(平成 28年 1月～3月).佐賀県,

平成 28 年 7月. 12316 

気候変動の農業への影響と対策の評価.古家 淳(編),国際農業研究叢書 24,国立研究開発

法人 国際農林水産業研究センター,茨城,平成 28年 3月. 12318 

平成 27年度女川原子力発電所環境放射能及び温排水調査結果 第 4四半期.宮城県, 35(4),

平成 28 年 6月. 12319 

平成 27年度海洋水産資源開発事業報告書：遠洋まぐろはえなわ 太平洋中・東部海域.報告

書番号 26 年度№1,国立研究開発法人 水産総合研究センター開発調査センター,平成

28年 3月. 12320 

西表島研究 2014 東海大学沖縄地域研究センター所報.東海大学沖縄地域研究センター,平

成 27年 12月. 12321 

平成 26年度版漁村活性化の実践に向けた取組のポイント(第 1巻：事例分析と効果的な進

め方).一般財団法人 漁港漁場漁村総合研究所,平成 27年 3月. 12322 

平成 26年度版漁村活性化の実践に向けた取組のポイント(第 2巻：漁村活性化の効果を把
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握する方法).一般財団法人 漁港漁場漁村総合研究所,平成 27年 3月. 12323 

30年のあゆみ.一般社団法人 水産土木建設技術センター,平成 28年 6月. 12324 

島根原子力発電所周辺環境放射線等調査結果 平成 27年度 第 4・四半期.島根県. 12325 

平成 27年度島根原子力発電所周辺環境放射線等調査結果.島根県. 12326 

志賀原子力発電所温排水影響調査結果報告書 平成 27 年度 第 2 報(秋季).石川県,平成 28

年 7月. 12327 

志賀原子力発電所周辺環境放射線監視結果報告書 平成 27年度 第 4報(平成 28年 1月～3

月分).石川県,金沢,平成 28年 7月. 12328 

泊発電所周辺温排水影響調査結果報告書:温排水 平成 27 年度(第 4 四半期).北海道,平成

28年 6月. 12329 

泊発電所周辺環境放射線監視結果報告書:環境放射線 平成 27 年度(第 4 四半期).北海道,

平成 28 年 6月. 12330 

農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業研究紹介 2016.平成 28年. 12331 

平成 27年度海洋水産資源開発事業報告書:北太平洋さんま漁業 太平洋中・西部海域.報告

書番号 27 年度№5,国立研究開発法人 水産総合研究センター開発調査センター,平成

28年 5月. 12332 

第 89回日本生化学会大会合同大会 プログラム集.公益社団法人 日本生化学会,平成 28年

8月. 12333 

海藻の疑問 50.日本藻類学会(編),成山堂書店,東京,平成 28年. 12334 

福島第一原発事故による海と魚の放射能汚染.国立研究開発法人 水産総合研究センター

(編),成山堂書店,東京,平成 28年 3月. 12335 

2016年度日仏海洋学会学術研究発表会講演要旨集.日仏海洋学会,平成 28年 6月. 12336 

J-POWER Groupサステナビリティレポート:エネルギーと環境の共生をめざして 2016.電源

開発,平成 28年 8月. 12337 

ニュートン別冊統計と確率ケーススタディ 30基礎知識と実戦的な分析手法.ニュートンプ

レス,東京,平成 26年 5月. 12338 

電力開発計画新鑑 平成 28 年度版.日刊電気通信社,東京,平成 28年 9月. 12339 

平成 29年 潮汐表 第 1巻潮汐表 第１巻 日本及び付近.海上保安庁海洋情報部(編), Vol.

第 1巻,海上保安庁,東京,平成 28年 2月. 12340 

平成 26 年度海洋水産資源開発事業報告書:小型底びき網 茨城県久慈浜地区.報告書番号 

26 年度№8,国立研究開発法人 水産総合研究センター開発調査センター,平成 28 年 4

月. 12341 

泊発電所周辺温排水影響調査結果報告書(平成 27年度).北海道,平成 28年 7月. 12342 

泊発電所周辺環境放射線監視結果報告書(平成 27年度).北海道,平成 28年 7月. 12343 

東通原子力発電所温排水影響調査結果報告書 平成27年度(第3四半期報).青森県農林水産

部水産局水産振興課,平成 28年 6月. 12344 
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原子力施設環境放射線調査報告書(平成 27年度 第 2四半期報).青森県原子力センター,平

成 28年 2月. 12345 

原子力施設環境放射線調査報告書(平成 27年度 第 3四半期報).青森県原子力センター,平

成 28年 6月. 12346 

原子力施設環境放射線調査報告書(平成 27年度 第 4四半期報).青森県原子力センター,平

成 28年 9月. 12347 

原子力施設環境放射線調査報告書(平成 27 年度).青森県原子力センター,平成 28 年 9 月. 

12348 

玄海原子力発電所の運転状況及び周辺環境調査結果 (季報)(平成 28年 4月～6月).佐賀県,

平成 28 年 10月. 12349 

日本産ヒラメ・カレイ類.尼岡邦夫,東海大学出版部,平塚,平成 28年 9月. 12359 

平成 27年度原子力発電所周辺の環境放射能調査報告 年報(2015).FERC,福井県環境放射能

測定技術会議,平成 28年 10月. 12350 

原子力機構の研究開発成果 2016-17.国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構,平成 28

年 10月. 12351 

平成 27年度女川原子力発電所環境放射能調査結果,35(5).宮城県,平成 28年 9月. 12352 

女川原子力発電所環境放射能及び温排水調査結果 平成28年度(第1四半期),36(1),宮城県,

平成 28 年 9月. 12353 

平成 28年度火力原子力発電大会研究発表要旨集.(社)火力原子力発電技術協会,平成 28年

10月. 12354 

志賀原子力発電所周辺環境放射線監視結果報告書 平成 27年度 年報.石川県,平成 28年 10

月. 12355 

志賀原子力発電所周辺環境放射線監視結果報告書 平成 28年度 第 1報(平成 28年 4月～6

月分).石川県,平成 28年 10月. 12356 

志賀原子力発電所温排水影響調査結果報告書 平成 27 年度 第 4 報(冬季).石川県,平成 28

年 10月. 12357 

志賀原子力発電所温排水影響調査結果報告書 平成 27年度 年報.石川県,平成 28年 10月. 

12358 

島根原子力発電所温排水影響調査研究報告書 №36.島根県水産技術センター(内水面浅海

部浅海科),平成 28年 11月. 12360 

平成 26 年度海洋水産資源開発事業報告書:海外まき網 熱帯インド洋海域.報告書番号 26

年度№2,国立研究開発法人 水産研究・教育機構 開発調査センター,平成 28 年 4 月. 

12361 

海洋音響の基礎と応用.海洋音響学会(編),成山堂書店,東京,平成 16年. 12365 

東通原子力発電所温排水影響調査結果報告書 平成27年度(第4四半期報).青森県農林水産

部水産局水産振興課,平成 28年 8月. 12362 
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東通原子力発電所温排水影響調査結果報告書 平成 27 年度報.青森県農林水産部水産局水

産振興課,平成 28年 8月. 12363 

東通原子力発電所温排水影響調査結果報告書 平成28年度(第1四半期報).青森県農林水産

部水産局水産振興課,平成 28年 11月. 12364 
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